
     

No１６  平成２２年７月１２日（月） 

来年度県立高校 全日制募集定員７９６０人！・・・本校は６学科２４０人 

○５日（月）に県教委から発表がありました。高原高校と本校の統合などにより、全日制は本年度比で４

００人減となりました。高原高校は統合に伴い、全３学科の募集を停止します。本校も建築環境科の募集

をやめ、農業科と福祉科（いずれも正式名称決定）定員各４０人を新設しましたが、統合前２校の総定員

より８０人減ったことになります。西諸地区等で、それだけ生徒数が減ってきているということです。現

在、中学校での高校説明会等で、生徒募集について話しています。総合制専門高校で「夢実現」を果たし

たい、意欲に満ちた生徒が多く志願することを期待しています。 

  農業 機械 電気 商業 経営情報 福祉・・・６学科定員各４０人 合計２４０人 

  ※推薦入試は来年２月８日（火）、一般入試は同３月８日（火）・９日（水） 

   合格発表は同３月１８日（金） 

 

○第３４回全国高等学校総合文化祭宮崎大会の開催については、６

月３０日に開催すると発表になりましたが、その後、７月４日に宮

崎市で口蹄疫の感染が疑われる家畜が新たに確認され、心配されて

いるところです。しかし、順次制限区域が解除されており、予定通

り開催が可能と考えられていることの連絡がありました。各部門等

で、準備に忙しくなってきているようです。 

玄関の柱に、生徒会が各部門の紹介記事（宮崎日日新聞「はじけろ！

ブンカツ」）を掲載しています。大会が近づいて来て、今まで以上

に、生徒たちも関心を持ってきつつあるのではと思います。またと

ない機会です。全国の文化にぜひ、触れてほしいです。 

 

宮崎大会を前に、各部門の紹介が１

回ごとになされています。 

 

第４３回九州地区高等学校商業教育研究大会宮崎大会の開催が中止になりました。 

○８月１６日～１８日開催予定を先日２日に決定したばかりでしたが、その後の状況の変化で、中止へと

変更になりました。生徒の大会ではなく、教員の大会ということで、無理に開催しなくてもということで

した。予定されていた発表については、商研加盟校全校に資料を配布することになります。    

（７月下旬に予定されていた九工研宮崎大会も中止になっています。） 

 

 宮崎県消費生活センター 啓発用パネルが掲示されていました。（６月２４日～７月６日） 

○約２週間、本校大職員室前の壁に１０枚のパネルが展示され、社会に出て、いろいろな問題に関わった

り、悩むことなどないようにとの注意を促していました。特に、３年生は、もうすぐ社会に出て、下記の

ような問題に遭遇することのないように、事前にしっかり知識を得ておく必要があります。 

卒業前までに、学校に消費者生活センターから講師を派遣してもらい、研修会を開催する予定です。 

 

あきらめないで、まず相談！ 

○本校は、中廊下もあって、壁

が多く、いろいろな情報を掲示

する場所がかなりあると思い

ます。今回のようなパネル展示

など、もっと壁や掲示板を活用

して、生徒たちに、時機を得た

情報発信ができるといいのに

と思っています。（校長室前の

生徒たち等の写真も楽しみに） 

 

校長室前のふれあいコーナー 

＜掲示されていた内容＞ 

 ・不当請求（ワンクリック詐欺） ・睡眠（ハイハイ）商法 ・クーリング・オフ制度 

 ・多重債務 ・クレジットローン ・送りつけ商法 ・アポイントメント商法 ・マルチ商法 

 ・キャッチセールス  ※よく分からないものもあり、知っておかなくてはと思います。 

秀峰通信『啐啄』 



第３４回全国高等学校総合文化祭第３回宮崎県実行委員会が開かれました。・・・９日（金）14:00～ 

○口蹄疫の関係で、１０日程延期されていた会でした。まだまだ、

口蹄疫は心配な状況もありますが、開催が可能であるという状況

は変わりないということが確認されました。防疫対策には、今ま

で以上に配慮して、ラストスパートに入った準備をしっかりやっ

ていってくださいという話がありました。（以下、教育長あいさつより） 

・情熱を持った高校生の集い、家族や身内にとっても希望や期待 

の大会であり、ぜひ開催し、成功させたい。最善を尽くしたい。 

・宮崎ならではのおもてなしをしたい。 

・「宮崎は頑張っている」というメッセージを全国に発信したい。 

 

渡辺教育長のあいさつ 

都城東高校が最優秀賞「うんめ～みやざき弁当」・・・みやざき総文「お弁当コンクール」 

 

調理科３年生ら４人が考案した弁当 

○３１日～８月５日の６日間、参加者に日替わりで提供される

（要予約）のお弁当コンクールがあり、高校１６校から３４点の

応募の中から、優秀賞４点を含む５点が選ばれました。 

 ・本県の食材をなるべく使用 ・本県ならではのメニュー 

 ・栄養のバランス ・１食当たりの材料費３５０円以内 

などの条件で、アイデアを競いました。 

（最優秀賞のメニュー） 

 ・チキン南蛮 ・都城和牛肉のそぼろ飯 

 ・都城地方の郷土料理「がね」 ・日向夏ゼリー など 

※宮崎北、富島、西都商業、都城商業高校が優秀賞に選ばれていました。本年度から家庭クラブに加入し

た本校からも、今後、このようなコンクールに参加してほしいと思っています。 

 

機械部の部長 ３年奥松君が、旋盤作業競技で見事、優勝！・・・九州大会へ 

○延期されていた「第４回高校生ものづくりコンテスト宮崎県大会」が、１０日（土）、延岡工業・佐土原・

宮崎工業で開催されました。本校は、旋盤作業・電気工事・木材加工の３部門に出場し、昨年度の電気工

事に続いて、本年度は旋盤作業で見事、３年の奥松君が優勝し、本校生のレベルの高さを実証しました。

今回もまた、本校生がいろいろな面で頑張っているということを実感でき、とても嬉しいでした。 

 
機械の場所で喜びの記念撮影 

旋盤でも木材加工でも、作品の正

確さ（精度）と見た目の美しさが

重要なポイントのようでした。詳

しいことは分からない素人でも、

これは美しいと思えるものは、い

ろんな面でバランスもとれてい

て、いい出来映えのようです。ま

た、優れた技術者は、作業中に道 
 

0.01ミリを競った優勝作品 

 
集中して墨付けをしています。 

 
左端：優勝作品 右２つ：本校作品 

具を大切に扱ったり、作業で出た

クズを片付けながら作業したり、 

いろいろなことに気を配って、作

業自体も美しい作業ができるので

はと思いました。 

←中央：優良賞の白ヶ澤君の作品 

 お互いの作品を見比べて、今後

の参考にする姿勢は立派です。 

○一学期も残り１週間。生徒たちは、週末２日間、楽しみにしているクラスマッチがあります。１６日（金）

には、職員会議で一学期の反省も行ないます。口蹄疫関係で大変でしたが、生徒たちも先生方も、今学期

をしっかり反省し、きちんと締めくくり、夏休みへ、そして、二学期に向かっていってほしいと思います。

※教職員採用試験が１７日（土）・１８日（日）に実施されます。本校からも数名の先生が受験されます。  

頑張ってください。また、先生方、アドバイス等よろしくお願いします。 


